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iはじめに

本研究地域にある背蘇平野は、鈴木敏則 (1970)による地形発達、小野繁期(1980人野a享

( 1983 )による地盤沈下、軟弱地盤についての研究などがある。また駒込j号、淀川の上流、八甲田

火山についても地質鵠探などからの研究が立されている。

青森平野に誌、野内m、駒込用、荒)11(下流部では堤JIIとも呼ばれているが、ここでは河川全体

を見るので去JIIとする〉の3汚JIIが流れており、各河川は平野部で特色のある地形を作っている。

上記研究は平野、山地部と{国別的に扱っており、河川上流部との関係で、平野での地形を見ている

ものではない。平野部の地形は河川上流部の侵食最の多少、盆地等による堆積の有無等によって作

られると忠われるが、本論文では青示平野を流れる、野内)11、駒込剤、荒JIIについてはじきちに汚JII

下流部における地形者概観しその特徴をつかみ、次いで地形の違いをもたちした盟国を上流部の砂

棟供給量の違いに求め、考察することを百

調査方法は現地調輩、空中写真判読、ポ」ワング諸料など既存デ}夕}の収集を行った。また上

読誌については額斜分布、谷密震などの計測を行った。

草地域の概要

野内、駒込、荒川の 3河川iの下流部にあた

状の平野である。東は尚北八申由連蜂から

り丘陵地で亙切られている。野内)11の上流部

にあたるのは東岳山地である。駒込用は北八

平田達i場、東岳山地南部であり、また野内川

は南北八甲信連峰である。また野内川では現

みちのく有料道路が流路沿いに走っている。

東西約lOKm、富北約s阪のほぼ3角形
く東岳山地で区切られ、簡は入内断層によ

班流域概観

A 野内JII涜域

野内JIIは東岳山地iこ し、最初車問流
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凝灰岩、 シノレト砦などであり ζれらは

第三紀中新肢のものである(第 3図〉。

野内111は平野部で築木館奇麗頂とする

部近くまで続く踊状地を形成している。 ζの

扇状地の傾斜は10以下で扇頂付近では度径5

-10cm.を中心とした棟}替が見られる。土地利

用は扇頂から踊央にかけて如、果樹園となっ

ている。(第2霞〉。

B 駒込用流域

駒込JIIは北八甲田連絡に漂を発し北西に流

れ青森平野で荒111に沿ぐ流路延長38.1紘の

河川である。上流部の地質は誤積世の

どである。本涜沿いでは所どころに

第三紀中新世の凝灰岩、頁岩、シノレト岩t，J.ど

が分布する。一方田代平では洪積監の砂棟、

火山灰などが堆積している(第3国)0 日
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を形成し扇状地を形成していない。自然堤防の比高は南方ほど高く60cm程度で、あり、乙の上にロー

ムが堆積 している。乙の自然堤防上の土地利用は集落、畑である。現在の河川に沿うように自然堤

防がのびている。また空中写真判読によれば浜館・小柳方面にも自然堤防がのびており、かつては

現在よりも東側を流れていた事がうかがわれる(第2図)。

C 荒川流域

荒川は南八甲団連峰に源を発し、最初北北東に向って流れ、次いで北西流し青森平野にはいった

のち北東流して駒込川を合わせ海へ注ぐ流路延長37.2伽の河川である。上流部の地質は洪積世の

凝灰岩類、溶岩などである。本流沿いでは所ど乙ろに第三紀中新世の凝灰岩類、頁岩、シノレト岩な

どが分布している(第3図)。

荒川は平野部へはいると小規模な扇状地を形成しその下流で自然堤防を形成する。かつて荒川が

北流していた時の自然堤防が高田の北方から青森駅の方向へ伸びている。乙の自然堤防の周囲は傾

斜が約0.60ある。しかし堆積物に礁が見られないため扇状地として区分しなかった。また高田にお

いて比高40cm程度の自然堤防が見られる(第2図)。

以上から判かるように3河川の平野部での特徴は野内川において面'の傾斜、堆積物ともに明瞭な扇

状地が発達し 荒川においても扇状地が発達するが野内川のそれより規模が小さく、駒込川では平

野部に出るとすぐに自然堤防帯となる。

w平地地形の地域差をもたらした原因
野内川流域は第三紀中野北の岩石で構成されている。一方駒込川、荒川両河川流域は洪積世の岩

石で構成されている。また駒込川、荒川両河川の洪積世の岩石は溶岩と凝灰岩とに分けることがで

きる(第 3図)。

荒川流域 駒込川流域 野内川流域

第4図.傾斜区分
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第4図は 5万分の 1の地形図に lcmX lcmのメッシュをかけ、各メッシュの傾斜を計測したもの

である。野内川流域は中流部で90以下の傾斜地が広がり上流部は 200以上の傾斜となる。乙れに対

し駒込川、荒川流域では本流沿いに30。以上の傾斜地がある他は 200以下の傾斜地が広がっている。
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また駒込川の上流部では90以下の綴斜地が成がる。 ζの緩傾斜地は田代平であり、その特設は第3

第5留にも表れている。義母込}11の源頭部忽どでは200以上の額斜となっている部分があるが、

これは八甲田大岳や高田大岳はどの山頭部分である。 ζζでは岩石の堆議時期と関係なく急額斜と

なっている。つまり棋斜の緩患は岩石の増積時期・駒込)11や荒JII本流などの河川の袋食により決ま

る。また駒込先i、荒川源開部には溶岩が分布するがその範囲は狭いため汚)Irへの影響は小さい。

荒川流域 駒込JII流域 野内JrI流域
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第6閣には汚JII縦断曲線を示した。野内川は能の 2河川に比べて流路延長が短かく谷頭の標高も

低い。しかし訴誠面積で見ると、野内剤、駒込)1[、荒川13河川間に大きな蓋はない。荒川の河川縦

断曲線は上流が急で下流では援やかになる一般的なものである。これに対し絢込)1/は田代平を

して選急点告もつ。

第5閣は第4閣と同様、 5万分の!の地形図ιlcmX1cmのメッシュ安かけこのメッシュの4認

を切る沢の数を調べたものである。この方法による野内)11流域の谷密度は健斜区分と同様のi頃向を

放している。つまり、傾斜区分担。以上の地域に免Z忘するように谷密度8以上の地域が広がる。ま

た北東から南西にかけて谷密度7以下の地域がある。ここも額斜区分で額斜;ま緩くなっている。駒

込川、荒)lli荒域でも谷密度は額斜区分と同接の績向を示している。つまり駒込)11流域、田代平で谷

密度が小さくなっている。乙の偽額斜底分の差ほど明援には表れていないが国代平より下流の駒込

川本流沿い、荒川本流沿いで谷瞥度8以上の地域がある O

河)11下流部の滋棋は上流部の割磯供給の多少によっても左右されると患わ料る。本地域の3月JII

の傾奈区分は野内川では200以上、駒込)11、荒)11では本流のV字谷や山頂部分を除きそれ以下とな

っている。 ζの差は岩石が堆摘した時代と対応、しており、また谷密度の多少とも対応している。つ

まり各部)11下流部の地形の違いは上流部の額斜、替密度の選いにより生じたものと怠われる。傾斜、

谷密度の濃いは主ι岩石が堆積した時代の援によ仏生じたものと思われる。野内川流域では第三

紀中新置の岩石(綴灰岩、砂岩、真岩など〉が堆積している事により格密度が大きし傾斜が懇に
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第 6図.河川縦断曲線

立った。 ζのため同部)1[では平野部iこ嘉状地が形成された。駒込川、荒川とも大部分の地域で浜讃

世の凝灰岩が堆請している。しかし駒込川では平野部に自然堤防が形成され、一方荒川には蹴棚

が若手戒されている。再地域の差は上流の緩顔、斜地の有無という地形的な影響によワ生じたものと患

われる。つまり駒込JII上出或には昌代平という緩額斜地があり、同期11は田代平の下涜で議怠点を

もっ。田代平より上流で生産された撲は部代平に堆臆する。このため駒込川で誌自然、堤防が形成さ

れた。一方荒川流域には田代平のような緩傾斜地がなく、開河川iこは選急点もない。 ζのため上流

された砂礁は平野部まで選ばれ扇状培が形成されたものと忠われる。

Vまとめ

青森平野之島流れる 3河川の平野部の地形悲観観した。またそれをもたらした要闘を上流部との関

保において考務した。平野部において野阿川は扇状地吾海岸付近まで発達させ、駒込mは自然堤防
と後背沼地を形成し、また荒)11は野内JI!よち小規模な扇状地と自然堤防を形成している。 ζの差さと

もたらしたものは岩石の堆積年代の遣いである。また駒込川において拡臼代平という地形告さな要因

が平野部の地形形成に影響を与えていることが判明した。

本稿を作成するにあたり、水野、後藤両先生に御指導いただいた倍卒論発表会にお

堀田先生をはじめとする いただいた。 務)11君恐はじめと

する後輩諸君iこは主題図作製他を手誌ってもらった。一一以上の方々に深く感謝いたします。
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